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 [授業の概要・目的]
日本においても、イスラーム世界に関する様々な情報やニュース（中東の紛争、難民、ハラール製
品ブームなど）を耳にする機会が多くなってきている。しかし、実際にイスラーム世界で起きてい
る事象の本質や歴史的背景、そこに暮らす一般の人々が依拠している文化や思想など、ニュースに
は載らない動きを知る機会は限られている。そのため、日本ではいまだにイスラームが閉鎖的で過
激な宗教であるという偏ったイメージが根強い。この講義では、イスラーム世界の信仰実践・文化
・現代的展開を取り上げ、そのようなイメージの妥当性を再考することを大きなねらいとし、イス
ラーム世界をより深く・正確に理解するための基礎的なツールを提供する。

 [到達目標]
（１）イスラームという宗教に関する基礎知識を習得する。
（２）イスラーム世界、とりわけ中東の政治や社会動向に関する基礎知識を習得する。
（３）受動的に講義を受けるだけでなく、疑問点を言語化し、調べる能力を身につける。

 [授業計画と内容]
※講義では下記のトピックについて話をする予定です（開講回数・進度によって変更有り）。
第1週：オリエンテーション
第2週：イスラームの基礎知識（１）（アッラーと預言者ムハンマド）
第3週：イスラームの基礎知識（２）（六信五行、聖典クルアーン）
第4週：イスラームの基礎知識（３）（ハディース、イスラーム法）
第5週：イスラームとキリスト教・ユダヤ教
第6週：スンナ派とシーア派
第7週：イスラームとジェンダー（1）
第8週：イスラームとジェンダー（2）
第9週：イスラーム世界の近代
第10週：中東の戦争と平和
第11週：宗教復興とイスラーム主義
第12週：イスラーム過激派とは何か
第13週：現代イスラーム世界の課題と展望
第14週：まとめ
※各回とも映像資料を多く用いて講義内容をビジュアルに理解できるようにします。
※授業回数はフィードバックを含め全15回とする。

 [履修要件]
イスラーム世界について、高校世界史レベルの初歩的な知識があることが望ましい。そうでない場
合も履修を受け付けますが、不明点について積極的に調べ、自学自習する姿勢が求められます。

 [成績評価の方法・観点]
（１）期末試験またはレポート
（２）出席と参加の状況
※（１）（２）の具体的な配分比率など成績評価に関わることは初回の講義で詳しく説明します。

イスラーム世界論Ｉ(2)へ続く↓↓↓



イスラーム世界論Ｉ(2)

※昨年までの同名講義科目と同じ評価方法が今年度の講義でも適用されるとは限りません。

 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
小杉泰『イスラームとは何か――その宗教・社会・文化』(講談社現代新書、1994年)
東長靖『イスラームのとらえ方』(山川出版社、1996年)
小杉泰・江川ひかり編『イスラーム――社会生活・思想・歴史』(新曜社、2006年)
末近浩太『イスラーム主義――もう一つの近代を構想する』(岩波新書、2018年)
小杉泰『イスラーム帝国のジハード』(講談社学術文庫、2016年)
大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』(岩波書店、2002年)
小杉泰・黒田賢治 ・ 二ツ山達朗編『大学生・社会人のためのイスラーム講座』(ナカニシヤ出版)
西尾哲夫・東長靖編『中東・イスラーム世界への30の扉』(ミネルヴァ書房)
その他の文献は適宜授業中に紹介します。

  （関連ＵＲＬ）
 http://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/(大学院アジア・アフリカ地域研究研究科のウェブサイト)
 https://www.global.asafas.kyoto-u.ac.jp/about/islam/(同研究科グローバル地域研究専攻イスラーム世界
論講座)
 https://www.asafas.kyoto-u.ac.jp/admissions/application/(大学院アジア・アフリカ地域研究研究科入試
情報)
 https://kias.asafas.kyoto-u.ac.jp/(京都大学イスラーム地域研究センターウェブサイト)

 [授業外学修（予習・復習）等]
イスラーム世界の情勢は日々変化しています。常にニュース・新聞等をチェックして、最新の情勢
を把握し、伝えられる報道の妥当性についても自分の頭で考え咀嚼することに努めてください。

 [その他（オフィスアワー等）]
この講義は、京都大学大学院アジア・アフリカ地域研究研究科グローバル地域研究専攻イスラーム
世界論講座によって提供されている科目で、毎年開講予定です。

 [主要授業科目（学部・学科名）]


